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本日の内容 

• 発生動向調査の麻しんの届出基準と届出票 

• 報告症例と取下げ症例の推移2008～2011年 

• 2011年NESID登録症例（暫定値）における 

 麻しん特異的IgM抗体価とPCR検査の結果 
– どのように判断されているか 

– 検体採取までの日数は適切か 

– どのような病型で報告されているか 
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麻しんの届出基準（2008年1月～） 

２ 



届出票の変更（2011年4月） 

 

旧 新 

症状の発現日、検体採取日、結果、接触者の状況、渡航期間などが把握可能になった。 
３ 



報告例と取下げ例*の推移 
2008～2011年 
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取下げ症例の占める割合（右軸） 

（%） 

年 

4月より届出票が変更  
*NESIDへ登録された症例のうち、症例として集計の対象となる

ものが「報告例」、検査結果などにより、麻しんの届出対象外と
判断され、取下げられたものが「取下げ例」 

報告例 

取下げ例 

取下げ例の占める割合（右軸） 

442 648 
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報告例の麻しん特異的IgM抗体とPCRの結果：n=442   
・PCR陽性あるいはIgM8.0以上は135例（30.5％） 
・PCR陰性かつIgM＜8.0あるいは他疾患が検査結果から疑われる例は18例（4.1％） 

麻疹ウイル
ス陰性

他の病原体
の検出

ワクチン株
の検出

IgM＜1.21 2 2 － － 0 10 14
1 .21≦ IgM<8 .0 13 16 － － 0 53 82
IgM≧8 .0 7 3 － － 0 9 19
抗体価不明 30 12 － － 0 107 149
未実施 71 22 － － 0 85 178

計 123 55 0 264 442

計陰性

PCR結果

陽性

PCR実施し
ているが
結果不明

PCR
実施なし

更なる情報と総合的な評価が望まれる ５ 



取下げ例の麻しん特異的IgM抗体とPCRの結果：n=648 

・PCR陽性あるいはIgM8.0以上は0例（0.0％） 
・PCR陰性かつIgM＜8.0あるいは他疾患が検査結果から疑われる例は73例（11.3％） 
 

麻疹ウイル
ス陰性

他の病原体
の検出

ワクチン株
の検出

IgM＜1.21 0 12 0 0 1 9
1 .21≦ IgM<8 .0 0 37 1 0 1 21 60
IgM≧8 .0 0 0 0 0 0 0 0
抗体価不明 0 84 6 0 14 84 188
未実施 0 157 17 1 21 182 378

計 0 290 24 1 37 296 648

計

PCR結果

陽性
陰性

PCR実施し
ているが
結果不明

PCR
実施なし

更なる情報と総合的な評価が望まれる 
６ 
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麻しんであっても陰性になる可能性がある日数 

日数 

報告例 83例 

取下げ例 28例 

PCR検査：発疹出現日～検体採取日までの日数① 
報告例と取下げ例の比較 

人数 
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PCR検査：発疹出現日～検体採取日までの日数② 
陽性例と陰性例の比較 
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陽性 陰性 

麻しんであっても陰性になる可能性がある日数 

PCR陰性 n=122 
平均日数 3.0（SD 3.10) 
中央値  2日 （0～14） 
・11%が8日以降 

PCR陽性 n=57 
平均日数 3.4（SD 2.47) 
中央値  3日 （0～10） 
・9%が8日以降 P=0.048* 

*Wilcoxon  test 
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日数 

報告例 70例 

取下げ例 25例 

IgM抗体価：発疹出現日～検体採取日までの日数① 
報告例と取下げ例の比較 
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IgM抗体価：発疹出現日～検体採取日までの日数② 
IgM抗体価≧8.0と＜8.0 の比較 

IgM抗体価≧8.0  n=11 
平均日数 3.6（SD 3.88） 
中央値  2日 （0～12） 
・72%が3日以内 

IgM抗体価＜8.0  n=84 
平均日数 2.9（SD 4.31） 
中央値  2日 （0～28） 
・75%が3日以内 

P=0.28* 

*Wilcoxon  test 
麻しんであっても陰性になる 

可能性がある日数 

人数 

日数 
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病型と検査結果① 
PCR陰性例のIgM抗体価と病型 

報告例 n=442 

麻疹ウイル
ス陰性

他の病原体
の検出

ワクチン株
の検出

IgM＜1.21 2 2 － － 0 10 14
1 .21≦ IgM<8 .0 13 16 － － 0 53 82
IgM≧8 .0 7 3 － － 0 9 19
抗体価不明 30 12 － － 0 107 149
未実施 71 22 － － 0 85 178

計 123 55 0 264 442

計陰性

PCR結果

陽性

PCR実施し
ているが
結果不明

PCR
実施なし

陽性 陰性 未実施 計

麻しん（検査診断例） 107 18 80 205

修飾麻しん（検査診断例） 11 14 86 111

麻しん（臨床診断例） 5 23 98 126

計 123 55 264 442

PCR法によるウイルス検出 

抗体価検査未実施21例、抗体価0.92_1例、10.70_1例  

抗体価≧8.0 _2例 
抗体価不明12例、未実施1例、抗体価＜8.0_ 17例 

年報集計時、訂正依頼 
１１ 



IgM＜1.21
1.21≦

IgM<8.0
IgM≧8.0

抗体価

不明
未実施 計

麻しん（検査診断例） 3 40 17 84 61 205

修飾麻しん（検査診断例） 4 39 1 58 9 111

麻しん（臨床診断例） 7 3 1 7 108 126

計 14 82 19 149 178 442

麻疹特異的IgM抗体 

病型と検査結果② 
IgM抗体価と届出病型 

報告例 n=442 

麻疹ウイル
ス陰性

他の病原体
の検出

ワクチン株
の検出

IgM＜1.21 2 2 － － 0 10 14
1 .21≦ IgM<8 .0 13 16 － － 0 53 82
IgM≧8 .0 7 3 － － 0 9 19
抗体価不明 30 12 － － 0 107 149
未実施 71 22 － － 0 85 178

計 123 55 0 264 442

計陰性

PCR結果

陽性

PCR実施し
ているが
結果不明

PCR
実施なし

IgM抗体価10.70、PCR陰性  

PCR陽性2例、陰性5例（年報集計時、訂正依頼）  

PCR陽性13例、陰性16例、未実施50例  
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まとめ 
• 2011年の麻しんの累積取下げ数は、同年の累積報告数を上回った。これは、PCR法で

の検査が全国で積極的に行われるようになった環境のもと、下記の要因が影響してい
ると思われる。 

– 麻しんの流行・発生そのものが減少したことにより、臨床的に疑った症例の陽性的中率が減少 

– 届出票の変更と、「臨床診断例」としてまず報告し、検査結果により適宜取下げることへの協力依頼 

• 報告例のうち、 

– PCR陽性あるいはIgM8.0以上は135例（30.5％）、PCR陰性かつIgM＜8.0あるいは他疾患が
検査結果から疑われる例は18例（4.1％）であった。 

• 取下げ例のうち、 

– PCR陽性あるいはIgM8.0以上は0例（0.0％）、 PCR陰性かつIgM＜8.0あるいは他疾患が検査
結果から疑われる例は73例（11.3％）であった。 

• 発疹から検体採取日までの日数について 
– IgM抗体価検査については、報告例、取下げ例とも発疹～検体採取日が3日以内（偽陰性と

なる可能性が高い）の症例が80%前後を占めた。 

– PCR検査については、報告例、取下げ例とも約10%の症例で発疹～検体採取日が8日以上
（偽陰性となる可能性が高い）であった。 

• 報告例となった根拠、取下げ例となった根拠が不明確な症例も多く含まれていた。 
– 検体採取の適切な時期と検査結果の判断についての共通認識の構築と、1例1例の丁寧な

検討（総合的な評価の必要性）が、わが国からの麻しん排除宣言には、より一層必要と思わ
れる。 

 １３ 
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